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【全国公共図書館協議会研究集会講演記録】  
テーマ デジタル時代の図書館のあり方 

講 師 東京大学大学院教育学研究科 教授 根本 彰 

 
平成23年6月17日（金）に開催された全国公共図書館協議会研究集会の講演記録を別冊と

してまとめました。 

今回は、2001年度及び2002年度に全国公共図書館協議会が実施した「公立図書館におけ

る電子図書館のサービスと課題」の調査をもとに、公立図書館がこの10年でどういう展開

があったかということを御講演いただきました。 

 

 
 ご紹介いただきました東京大学の根本でござ

います。本日は「デジタル時代の図書館のあり方」

ということでお話しさせていただきたいと思いま

す。 

 今副題に「「公立図書館における電子図書館のサ

ービスと課題」調査後の10年を振り返って」とあ

ります。ちょっと後で触れたいと思いますが、ち

ょうど10年くらい前にこういうタイトルで調査を

いたしました。これは全国公共図書館協議会が行

ったものでありまして、冊子にもまとめられてお

ります。その調査をするときにこちらの事務局の

方といろいろご相談させていただいて調査項目等

を設定いたしました。それで、基本的な集計を事

務局でしていただいて、私のほうでその集計した

数値をもとに少し分析的なことを書かせていただ

きました。それは多分まだウエブ上に置いてある

のではないかと思います。もしご関心があればご

らんいただければと思います。 

 2001年、2002年、そのころだったと思いますけ

れども、皆さん覚えていらっしゃると思いますが、

1995年がインターネット元年と呼ばれました。昨

年電子書籍元年と言われたんですけど、これはど

うもまゆつばではないかというのが後のほうの話

ですが、インターネット元年は、これは確実に来

ましたね、来ましたというか、インターネットは

我々の今の日常生活に極めていろんなところでか

かわりが出てくる。そういうものが、民間に開放

されたというかな、一般化されたのが1995年だっ

たんです。ちょうど私、今ご紹介ありましたが、

その年に筑波にある図書館情報大学、現在は筑波

大学になっておりますが、そこにおりましたけれ

ども、東京大学のほうに移ってまいりました。私

がいた図書館情報大学というのは、半分は技術系

の研究者で、あと半分は図書館系の研究者で、そ

ういう寄せ集め、寄り合い状態でした。私自身も

どちらかというと図書館系の研究者で、技術的な

ことは素人だったのですが、周りにそういうこと

を研究している人が結構たくさんいらっしゃった

ということで、いろいろ刺激を受けまして、あと、

筑波というのは研究学園都市と呼ばれて、技術的

なことをいろいろ研究されている方が全体として

多かったということで、インターネットについて
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の情報はいろいろ入っていました。ちょうど95年

に、ほんとに一般的に使われるようになってから

私自身も東京に来て、例えば、私が入ったその東

京大学の教育学研究科というところも文系の大学

院ですが、そこでもやっぱりインターネットの一

応接続だけはできたので、そこで初めてホームペ

ージをつくるとか、いろんなことをやって、私自

身、まあ、素人ながらインターネットの可能性と

いうものを特に東京大学に来てからいろいろ試し

てみるということがありました。まだ、だから、2

0世紀のうちにというのですかね、1990年代のうち

に科学研究費というのをいただいて、まあ、研究

費をいただいて公共図書館の現場の方と公共図書

館がこのインターネットを使って一体何ができる

のかというような研究を一緒に始めました。当時

立川とか、小平とか、そういった図書館の方々が

いらっしゃったんですが、身近にいて、地域資料

の提供をネットを通じて何ができるのかと、そう

いったようなことを先駆的にやったことを記憶し

ております。そういうことをやった、まあ、ちょ

っと上がりというんですかね、その後にこのお話

があったので、全国的に一体このネットというの

はどういうふうにかかわってくるんだろうという

ようなことを、研究を始めたというか、共同研究

という形でやらせていただいたというのがこの調

査ということです。後でちょっとその辺の、つま

り、インターネット元年から数年たった後図書館

でネットがどういうふうに使われるようになって

いたのか、さらにそれから10年過ぎて一体その辺

がどう変わってきたのかというあたりを少し気に

しながらこの「デジタル時代の図書館のあり方」

ということを考えてみたいというのがきょうの講

演の趣旨です。 

 皆様のお手元にはレジュメが、簡単なものが置

いてあると思いますけれども、大体この５つの講

演内容でお話しさせていただきたいと思います。 

 大きく言えば、図書館というといまだもって貸

出サービスを中心に展開するというふうに一般的

に考えられているわけです。いまだもってと言い

ましたけれども、この考え方は1970年代ぐらいか

らかなり全面的に押し出されるようになって現在

に至っているわけです。これ自体は図書館の基本

的な機能ですから、別にそういうふうなあり方で

全然問題はないと思いますけれども、例えば、図

書館法という法律の第３条に図書館奉仕というの

が、項目が十何項目列挙されていると思います。

ぜひ、まあ、というか、これはよくご存知だと思

いますが、そこで展開されるべき図書館奉仕とい

うのと貸し出しというのとの関係を考えてみると、

やっぱり図書館法に書いてあるものは非常に多様

な、いろんなものが図書館でやるべきだというふ

うに書いてあるわけですね。一体それがきちんと

できているのかどうかということをもう一度振り

返って考える必要があるのではないかというふう

に思うんですね。全体としてはそういった問題提

起を今日はさせていただきたいというふうに思っ

ております。 

 そのときにこの電子図書館というネットを通じ

た何かサービスというものが一体どういう関係に

あるかということを途中で、この２番目ですが、

挟んでみたいというふうに思います。 

 それから、３番目に、今申し上げた貸出サービ

スと、それから、図書館法に書いてあるような情

報、多様なサービスですね、というものとの関係

というものを整理したいというのが３つ目です。 

 それから、４つ目に、電子書籍の流通と図書館

ということがございます。 

 電子書籍元年というのがどういうふうにあらわ

れようとしているのかということを見ながら、そ

れが一体図書館にどういうふうにかかわっていく

のかということを考えてみたいということです。 

 そういうことを通じて図書館サービスのあり方

というものをもう一度振り返ってみたいというの

がきょう全体のお話であります。そういう意味で

は、皆様にとって現場で基本的に実践されている

ことの確認ということになると思いますが、ただ、

多分図書館ってこうこうこういうサービスでこう

すべきだというふうなことがもう、歴史的にとい

うかな、伝統的にずっと蓄積されて、それぞれの

図書館によって実践されているんだと思いますが、
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そこで一体、先ほどの図書館法３条ですか、そう

いったものとの関係を通じて少しでも住民の方の

さまざまな情報ニーズというものにこたえるため

のサービスを展開するために新しく何を展開すべ

きかということを考えていただくきっかけができ

ればというふうに思います。 

 まず、「はじめに」というふうにやりますが、こ

れは今申し上げたとおりでございます。 

 貸出図書館という枠組みをつくってきたわけで

す。基本的に、まあ、今念頭にあるのは市町村立

図書館であります。貸し出しという言葉にさまざ

まな概念を込めてサービスを展開するということ

で、これ自体はそれ以前の貸出サービス、貸出図

書館のアンチテーゼというのか、貸出図書館とい

うのは結局それ以前の、閲覧図書館というんです

かね、特に閉架式で、資料を出してもらってそれ

で使うというようなサービスがそれ以前結構一般

的だったわけですけれども、そうじゃない、利用

者が直接図書館に行って自分で本を取り出し、そ

れを貸し出しのカウンターに行って自分で借りて

家に持ち帰られるということから図書館サービス

は非常に大きく展開してきたということがありま

す。しかしながら、まあ、図書館法の３条もそう

ですけれども、図書館のサービスというのは非常

に多様にあるわけですね。何か図書館が一見する

と貸し出しだけをやっている機関のように思われ

るところが、ちょっと心外なところもあるわけで

す。 

 そういう意味で、戦略として貸し出しを全面に

出してサービスをするというやり方については別

に間違ってはなかったんだろうと思いますけれど

も、それだけで十分ではないのではないか、それ

から、その戦略としてもう少し多様なサービスを

多様に展開するような、そういう考え方をきちん

と位置づける必要があるのではないか、そういっ

たことを考えていただくことが必要ではないかと

いうふうに考えております。 

 それで、がらっと変わるんですが、ちょっと１

つの素材としてこういうお話をさせていただきた

いと思います。もしかして函館市立図書館の方が

いらっしゃったら私お話しすることはちょっと恥

ずかしい話なんですが、きょうのこの話は、ここ

の右下のところにありますが、坂本龍三さんとい

う、もうお亡くなりになったんですが、図書館で

お勤めになっていて、大学図書館で勤められてい

たんですが、晩年というか、ある年齢以降は大学

で教えたりもされていましたけれども、この方が

書いた『岡田健蔵伝』という本があります。 

 これは自費出版の本だったのであんまり流通し

ていないんですが、非常におもしろい本で、私は

ぜひこれを多くの方にお薦めしたいと思います。

実は今アマゾンでこの本を検索すると、もちろん

もともとの版元というか、講談社出版センターだ

ったかな、その自費出版の本を出しているところ

なんですが、そこにはもう全然在庫はないんです

けれども、古書店が幾つかこれを扱っていて、何

か値段がついているんですけど、その値段はもと

もとの値段より相当高いですけれども、私これ興

味を持って買った値段からは随分安くなっていて、

何でそんなに値段が上がったり下がったりするの

かなとちょっと不思議に思うんですが、ともかく

この本もしよろしかったら今入手することも可能

ですので、ぜひ興味のある方はごらんいただけれ

ばと思います。 

 函館の図書館を最初につくった方がこの岡田健

蔵という方なんですが、もともといろんなものを

集めたりするのが好きだった方のようでして、大

正年代だったと思いますが、その私立の函館図書

館というものをつくって、それがその後函館市立

図書館に変わっていくんですね。つまり、これは

外国にもたくさん例があるものですが、私立図書

館から始まって公立図書館になっていくという例

です。 

 日本でもほかにそういう例はたくさんあるんで

すが、ここのはほんとにこの岡田さんという方が

ご自分で自分のコレクションつくっていってそれ

を公的な機関ベースにする、それだけのかなりす

ぐれた実践事例というのはもうすでに私立時代か

らあったようです。 

 この本は岡田さんが、そういう意味でご自分が
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函館に関する歴史資料から集まって多様な資料を

集め、この建物ですね、今写真に写っている、こ

の函館市立図書館で、公立の、函館市立の市立図

書館になってずっと図書館長で活躍されたという

ことがこの『岡田健蔵伝』という本に書かれてい

ます。その中で「災害復興と図書館」ということ

を少しお話ししてみたいと思います。 

 今回の災害については図書館にかかわっても非

常に大きな被害をもたらしておりますし、図書館

によってはほんとに館員の方が亡くなられている

という事例もございますので、そういうことを一

つ一つ言っていると切りがないんですが、函館で

大火というのがあったんですね。函館のあのまち

うちのもう８割ぐらい焼いたという、これが昭和

９年３月３１日ということです。このときに、も

ちろん岡田健蔵氏は自分がつくった、手塩にかけ

て育てた図書館ですので、これを焼かないように

というかな、防火というか、消化ですか、に非常

に努めて何とか焼けるのを防いだということがあ

りますが、実はそうなる前にこの建物そのものが

非常に防火建築というものに意を、そういうこと

を気にしてつくった図書館だったと。当時もちろ

ん図書館のつくり方というのもいろいろあったわ

けですけれども、これは、つまり、中に鉄筋が入

っていて、類焼しにくいような、そういうつくり

になっていたということが１つこの図書館が焼け

ないで済んだ大きな理由だったというふうに言わ

れています、この中でそういうふうに書かれてい

ます。 

 その辺はその次に申し上げますが、それで、ち

ょっとこの写真ですけれども、現在この函館市立

図書館というのは、函館公園ってロープウエイか

何かがかかっているんでしたっけ？ あそこの函

館山の中腹にある公園で今もこの建物は残ってい

ます。 

 つい数年前までこれ図書館として使われていた

んですよ、ほんとに。たしか四、五年前でしたっ

け？ 三、四年前ですか、新しい市立中央図書館

が五稜郭のほうにできて、そちらに完全に移転に

なっています。なので、今これはどういうふうに

なっているのかな、ちょっとよくわかりません、

建物自体は残っていたと思います。 

 この写真について一言言うと、この前に写って、

この方が岡田健蔵という方なんですが、これ、こ

この場所は左側の写真でいうと、ここの部分です

ね、ちょうどここの前のところに立っているわけ

です。この、何ていうんですかね、ライト、非常

に豪勢なつくりですが、実はこれもうなくなっち

ゃっているわけですけど、これは戦前で、要する

に、鉄が足りなかったので、何か徴収、徴用され

ちゃって、そのままになって、戦後は戻ってこな

かったという話です。 

 ですから、すごく豪華な、こういう装飾品とい

うものはお国のために使われたということのよう

です。この岡田さんの周りにいる若い図書館員の

方もその後この函館図書館なり、あるいは、ほか

の図書館で活躍されるような若い職員を養成した

というか、育成したというふうに言われています。 

 それで、災害対応ということですが、今最初に

申し上げましたように、不燃化建築というのが１

つございます。燃えないようなつくり、図書館だ

と当然だというふうに思われるかもしれませんけ

ども、当時図書館というものにそれだけの意を尽

くして、お金を使って図書館をつくるという例は

それほど多かったわけではなくて、普通の木造の

建物でそのままという例も結構多かったので、そ

ういう意味で最初から燃えない、つまり、資料を

永久に残すんだということを明確に意識してつく

った建築というもの、それ自体に意味があるんだ

ろうと思います。それから、消火活動、これは当

然ですね、これで資料が残ったということがあり

ます。すいません、３月31日が一部再開だから、

先ほどの日付はちょっと間違っているんだと思い

ます。もっと３月の、何日だったかな、上旬か何

かだったかもしれません。３月30日に一部再開と

いうふうで、このときに新聞・雑誌室から開くと

いうことをしたということで、これは結局周り、

みんな家が焼けちゃって、焼け出されていろんな

ところに避難したりしているわけですけども、そ

のメディアというものはこの当時、ラジオとかは
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あったかもしれませんけれども、新聞とか、雑誌

といったものがなかなかそういう状態で入手でき

ないということから、まず、そのカレントという

んですか、最新の情報を得られるような、そうい

うところからサービスを始めると、４月11日に全

面開館したということです。 

 この後がなかなか興味深いんですが、１つは、

「復興都市建築材料陳列所」というものを開所し

たということです。図書館に復興都市建築材料っ

て、結局その建築の資材の陳列見本みたいなもの

を置くということです。今で言えば、このビジネ

ス支援サービス的なものなんではないかと思いま

すけれども、あるいは、その科学技術情報サービ

ス、こういったものに当たるのかもしれませんが、

資材で、復興が重要になるというときにその建築

資材を、見本をここに置いてというような、そう

いうことをやった。なぜ建築資材なのかというの

は私もその本を読んだだけではいま一つよくわか

らなかったんですが、多分何か求められた、その

当時のニーズに合うようなサービスを心がけたと

いうことがあったんだろうと思います。それから、

「函館市復興資料図書目録」、最終的には本という

形で函館のこの大火にかかわる資料を多様に集め

るわけです。 

 それから、その復興にかかわっているさまざま

な資料を集める、展示をしたりするわけです。そ

ういう書誌活動というんでしょうか、書誌情報サ

ービス、あるいは、展示活動、こういったことを

積極的にやったということで、つまり、この岡田

さんの活動というのは、１つはその資料を後世に

残すというようなことで非常に重要な活動を最初

からしているわけですけれども、それと同時に、

幸いにして建物が焼けない、あるいは、資料も焼

けないで済んだということから、今度町に対して

何ができるのかということをいろいろ考えた結果、

今の新聞・雑誌室の開館とかも、もちろん通常の

サービスに戻すというようなこともありますし、

それから、さらに建築材料の陳列とか、復興資料、

多様な資料の書誌をつくって提供するというよう

なことまでやったということであります。 

 こんな感じで、もちろん図書館でやれることに

限りがあるわけですけれども、状況に応じてかな

り柔軟なサービスに心がけたというようなことで

記憶されるということであります。 

 今こういう災害の後なので、もっと古い災害で

図書館は何をやったかというようなことを申し上

げました。阪神・淡路大震災の後に図書館がさま

ざまな形で地震災害に関するアーカイブズをつく

っていったということはいろいろ報じられて知ら

れているわけでありますし、現在も、今もそれに

かかわって今回の大震災、あるいは、原発事故も

含めてですね、こういうことに図書館が何ができ

るのかということをいろいろ皆さん考えておられ

るんだろうと思います。やはり図書館が何のため

にあるかと考えたときに、もちろん今いる市民が

求めている資料を提供するというのが一番なわけ

ですが、求めている資料って一体何なのかという

ことを考える必要があるんだろうと思います。ベ

ストセラー的な資料をどんどん提供していれば、

図書館はそういうものを提供する場なんだという

ふうに考えるわけですね。だから、そういうもの

に対する要求が来るわけですけど、そうじゃない

資料を提供すれば、またそういうものも提供でき

るのかと。今の復興の資材の展示みたいなものも

普通だとあまり考えられないわけですが、多分そ

の当時そういうものが非常に重要な役割を果たし

たということがあったんだろうと思います。そう

いう意味で、地域地域で、あるいは、その場その

場で、そのときそのときで必要な情報というもの

は刻々変化していく、そういうものに対して柔軟

な対応ができるようにということが図書館の重要

な役割なんだろうと思います。だから、図書館が

通常、日常的にやっているサービスというものも

もちろん重要なんですが、それの見直しというこ

とが１つ必要ですし、それから、今のように何か

大きな事故、事件のようなものがあったときに、

それに一体具体的にどういうふうに柔軟に対応で

きるかということを考えておく必要があるんだろ

うと思います。 

 そういう意味で、ちょっと整理してみるとそこ
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に挙げたようなことになるのかなと思うんですが、

１つは、その地域的なアーカイブズの構築という

ことです。アーカイブズという言葉は最近よく使

われるわけです。アーカイブズのアークというの

は古いものという意味合いなんですが、古いもの

というのは過去に何か捨て去られたものという意

味ではないんですね。むしろ今につながる重要な

ものというような意味合いがあります。地域的な

アーカイブズというのは、まさに今この地域を成

り立たせている考え方、物の考え方、そういうも

のをきちんと図書館という場で示していくという

ようなことです。具体的に言えば、いわゆる郷土

資料とか、地域資料といったようなものが含まれ

るわけでありますが、と同時に、そういう古いも

のというだけじゃなくて、現在新しく動いている

ものについての情報を集めることでそれが次の世

代にアーカイブズとして残されるという、そうい

う循環というものが、構造があるんだろうと思い

ます。 

 それから、２番目に、知識基盤の提供というこ

とでありますが、知識基盤というのは結局何かの

判断、物事の判断をするときの根拠ということで

すね。今原発事故で、特に放射線の量とか、そう

いうことがいろんなところで問題になっておりま

す。これについてほんとに科学的な知識とか、科

学的な情報というものが非常に、何が科学的なの

か、それから、その測定方法とか、どこで測定す

べきかとかさまざまな問題がありますから、一律

に回答というのはないんだろうというふうに思い

ますけれども、それから、メディアが多様な報道

をしていますし、ネットを見れば、それはそれで

また多様な情報が出てきます。そういうものにつ

いて図書館というものが一体どういう立場から判

断の材料を提供できるのかということを考えてお

く必要があると思います。多分皆様方の図書館で

もおそらくは何かそういう展示みたいなことをや

られているのかなというふうに思うんですね。こ

れについても、そういうわけでその根拠というも

のは一応あるんだろうと思いますけれども、実は、

だから、かつて根拠とされたものが怪しくなった

ということははっきりしたわけですから、そうい

う意味で、根拠そのものを考えるということが一

つ重要になってくるということです。 

 ですから、多様な判断基準を示すような、そう

いうような展示というものが必要になってくるだ

ろうと思います。今そういう放射線というか、原

発事故のことを申しましたけれども、別にそれに

限らず日常生活で非常に危ういものの上に乗って

いるということがよくわかったわけで、そういう

意味では、その展示とか、何かをする材料に事欠

かないということは確かなんだと思いますね。そ

ういうものをある程度先んじて図書館というもの

は、まあ、別におどかすわけではないんだけれど

も、何か起ったときに判断できるような根拠とい

うものを事前にある程度、根拠を考えるための材

料ということでしょうかね、そういうものを提供

していく場というふうに考えられるんだろうと思

います。 

 それから、３つ目の実務的な情報データベース

というのは、２番目が少し抽象的な、科学とか、

学術とか、そういうレベルの問題であるとすれば、

３つ目は、もう少し具体的にどこでどういう物資

が提供されるとか、そういった具体的な情報とい

うことです。これも、地域にかかわる情報は多様

にあるわけですから、そういうものをさまざまな

形で提供するということが可能なような状況をつ

くっていく必要があるだろうと思います。 

 それから、４つ目にレクリエーション文化とい

うことです。これはそれぞれの図書館でかなり中

心的な位置づけになっていると思うんですけども、

これは、ですから、別に否定するわけではありま

せんけれども、今こういった新しい状況が出てき

たときにこういうものを、この４つぐらいの要素

というものをどういうふうにバランスよく提供し

ていくかということが求められていることなんだ

ろうと思います。 

 という、ちょっとイントロダクション的な話を

した上で、「公立図書館における電子図書館サー

ビスと課題」というので、2001年、2002年に行っ

た調査について少しお話ししたいと思います。 
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 先ほど申しましたように、95年にインターネッ

ト元年となって以降インターネットが非常に重要

な情報基盤を形成するということがだんだんわか

ってきた、その途中の状況、中間的な調査という

ことになるんだろうと思います。全公図で全国調

査を行いました。全体で８項目に分けて分析を行

っています。 

 ちょっと１つずつ見ておきたいと思うのですが、

そのときの調査の数値を若干ご紹介しながらその

後どうなのかということについては、これの再度

の調査というのが多分あっていいんだろうと思い

ますが、そういうものが行われていないと思いま

すので、私が現在の状況である程度わかることに

ついては少しコメントをしていくというふうなや

り方にしたいと思います。 

 １番に図書館パッケージの導入。パッケージシ

ステムというのは今や図書館にとっては当たり前

のものになっていると思います。図書館で貸出サ

ービスをするのにもパッケージシステムをまず入

れて、ＯＰＡＣを提供し、それで資料を提供、貸

出サービスを提供するというようなやり方です。

この当時その調査によると市立図書館で88％、町

村立で76％ということで、標準装備に近い状況が

つくられつつあるということが示されているわけ

ですが、これは逆に見ると、まだ町村なんかだと

２割ちょっとの図書館ではそういうシステムが入

っていなかった、もしかしたら手作業で貸し出し

とかをやっていたところは結構あったんだろうと

いうふうに思います。 

 これは、ですから、そういう意味で、その後ま

すます導入が増えていったというふうに考えられ

ますが、赤字で書いてあるところですけれども、

パッケージシステムって、これは標準装備になっ

ているんですが、これが図書館サービスで規定し

ている側面があるという、別にそれ自体まずいと

いうわけではないんですけれども、例えば、今や

ネットで資料の予約をかける、携帯から予約をか

けるとか、パソコンからかけるということが多く

のシステムで可能になっているわけです。それで、

予約件数がどんどん増えていって処理し切れない

というふうになって、ほとんどそれだけで精いっ

ぱいで終わってしまうというような話を時々聞く

ことがあるわけですね。これって望んだことなの

かと、だれが望んだことなんだろうということを

考えてみる必要があると思うんですね。こういう

サービスは望ましいサービスだということで、パ

ッケージシステムの中にそういう携帯なりインタ

ーネットからの予約という、最初はオプションだ

ったんだろうと思いますが、今や多くの図書館で

標準的に入れるようになっていると思います。 

 これはほかが入れているからうちも入れるとい

う感じでだんだん広がっていったわけなんですが、

それってみんなほんとに望んだんでしょうか。利

用者の方は、もちろんそうなれば便利だという人

もいるから利用はどんどん増えるんだろうと思い

ますけれども、それこそ先ほど言ったようなこと

で、便利なものは利用されるわけだけど、それ、

最初の導入というのは一体どういうきっかけでど

ういうふうに始まったのかを考えてみると、ほん

とに望ましいものとして入れたのかどうかという

ことについてはもう一度評価が必要なのではない

かというふうに思います。つまり、パッケージシ

ステムを開発したことで、それで自縄自縛に陥っ

ている面があるのではないかということですね。

この辺について私は非常に危機的な感じがあるの

ではないかと。つまり、コンピューターサービス

って便利なんだけど、便利なものに足をとられて

何かその先のことが何にも行かなくなってしまう

というようなことができていないかということで

す。これはお考えいただきたいということで、問

題提起として申し上げたいと思います。 

 それから、２番目にインターネットへの接続で

す。この当時の、このインターネット接続という

のは図書館としてネットに接続しているという意

味合いです。 

 利用者開放というのは、その３番目ですね、こ

の２つを見てみるとインターネットへの接続は7

4％ということでした。これについてはその後、今

100％かどうかわかりませんけれども、どんどん増

えていって100％に近いような状況が今やあるの
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ではないかと思います。と同時に、この接続も当

時はまだＩＳＤＮとか、場合によっては電話のモ

デムでつなぐってありましたね、昔ね。ああいう

ものが多かった時代ですけれども、その後もうち

ょっとしっかりした回線の提供というものが増え

ていって、今その辺は、これは別に図書館だけじ

ゃなくて実際そのものが、そういうネットでの接

続というのは当たり前、ネットでの行政というも

のを前提にしたようなものに少しずつ変わりつつ

あると思いますので、そういうふうに移っている

と思います。 

 ３つ目のその利用者開放ということですが、こ

の当時だと結局利用者がそこでインターネットを

使えるというような、そういうサービスを提供し

ているということですが、35％ということでした。

やはりこれについてもどんどん増えているような

状態で、回線が１つあくと高速化していく、それ

から、無料化とありますが、この当時、まあ、今

でももしかしたらあるのかもしれませんけれども、

ＩＳＤＮとか何かもそうだと思いますが、従量制

の接続料金が課されるようなところだと利用者に

料金を求めるというようなこともありました。今

それは、接続そのものが従量制ではなくなりつつ

あると思いますので、まあ、ほとんどなくなって

いると思うので、今そういう接続料10分幾らとか

取っているところは多分ないのではないかと思う

んですけれども、そういう意味で無料化という方

向に進んでいるということですね。それから、あ

とのサービスとしては、オプションなのですが、

持ち込みのＰＣをネットに接続できるようなサー

ビス、それから、無線ＬＡＮ、それをさらに有線

じゃなくて無線ＬＡＮで接続できるようにすると、

こういったところも含めて便利になってきている

と。 

 次に、この「図書館のホームページによるサー

ビス」ということですが、これについてはあんま

り説明する必要はないと思いますが、この後に図

書館が情報発信のようなことをさまざまな形で進

めるということがあります。図書館のホームペー

ジによる情報発信というのも多様なレベルのもの

があるんだろうと思います。これはａからeまで５

つに分けています。 

 １つは、ａは、利用案内とか、広報というレベ

ルですね。これは通常の自治体の広報とか何かと

同じレベルのものですね。つまり、自分たちがど

ういうサービスを提供しているかとかいうことを

住民に知らせるとかいうのが基本的なことです。

それが①から⑤ぐらいまであります。この中には

その事業報告とか、評価的な情報まで発信すると

いうことも含めて１番目の利用案内・広報という

ところに含めたいと思います。 

 それから、２つ目にｂですが、図書館作成のデ

ータベース。図書館は情報提供のための機関であ

りますから、通常の自治体の広報というレベルよ

り一段と進んだ情報提供をやっているわけです。

ＯＰＡＣとか、先ほどの資料の予約であるとか、

貸し出しとか、予約のステータス情報の確認であ

るとか、それから、場合によっては総合目録・横

断検索のようなもの、それから、地域文献のデー

タベース、地域情報データベース、レファレンス

質問回答データベース、こういった図書館の内部

で作成している多様なデータベースがあるわけで

す。こういうものを積極的にネットを通じて外に

開放するということがあります。 

 次にｃですが、外部から導入したデータベース

ということですね。これは契約して外から、購入

というんですかね、契約して館内の利用者なり、

場合によってはその住民に提供すると。ネットを

通じて提供ということもあるかもしれません。こ

れが多様な文献データベースとか、最近新聞記事

のデータベースのようなものを提供しているとこ

ろがありますし、辞書事典、商用二次資料のデー

タベース、それから、一次資料のデータベース、

ちょっと後でその辺については触れたいと思いま

すが、そういった外部から導入したデータベース

というのがあります。 

 次にｄですが、図書館が作成した一次資料とい

うことですね。テキスト、文献の類、それから、

音声・画像ファイル、数値統計データといった、

図書館はコンテンツを管理しているわけです。そ
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ういうものの中で直接ネットに一時的なコンテン

ツを提供するようなことが可能になっているわけ

です。 

 それから、ｅ、最後ですが、外部情報資源への

リンクということで、これはある種のレファレン

ス的な機能でありますが、地域情報源へのリンク

とか、ポータルサイト、それから、その他の有用

情報資源へのリンク・ポータル、つまり、図書館

がその情報そのものを持っているわけではないに

しても、ほかのサイトに非常に有用な情報源があ

ったときにそれを整理して提供するような、そう

いうポータルサイト的な役割を図書館は果たすと

いう例です。 

 ほかの整理の仕方もあるんだろうと思いますが、

一応図書館がホームページを使って提供できる情

報というものがこのぐらい多様なものがあるんで

すね。皆さんの図書館で一体この中のどれだけ提

供していますか。多分ａとか、ｂの一部ぐらいま

ではやっているだろう。だけど、あと、ｃとか、

ｄ、まあ、ｃの一部はやっているかもしれない。

ｄとか、ｅ、この辺はどこまでやっていますか。

この辺のところが多分次の段階、次のというか、

とっくにやっているべきものとして問われている

んだろうと思います。 

 ちょっとこういう形で整理させていただいて、

先ほどのものに戻るんですが、ホームページの開

設ということで、2001年、2002年のときの調査の

結果です。ホームページで、当時図書館のホーム

ページで37％、で、計画中も入れると54％という

ことでした。 

 まだ、だから、この当時半分ぐらいしかせいぜ

い図書館のホームページはなかったんですね。だ

から、それから10年たって、今ほとんどの図書館

でホームページを持っていると思います。そうい

う意味では随分進んできたということが言えると

思いますが、だから、課題としては、単なる広報

というだけではなくて、情報提供の手段という側

面がこの当時からもう課題だったんですけれども、

10年過ぎてもまだ変わっていないんだろうと思い

ます。 

 それから、次の商用データベースの利用という

ことですが、そこにありますように、県立で36％、

市区立、町村立だともう１けた台の利用の状態で

す。これも実は業務用、つまり、レファレンスで

使う、図書館員が使うけど、利用者に開放すると

いう形にはなかなかならないというところが多い

んですね。 

 これはお金の問題ですから、なかなか簡単に解

決はできないのかもしれませんが、この当時非常

にまだ少なかったんです。ただ、これは、実はデ

ータベースの提供の仕方そのものが当時まだＣＤ

‐ＲＯＭでの提供が一般的だったんだと思います

ね。それが、今でもまだＣＤ‐ＲＯＭもあると思

いますが、これが徐々にネットに切りかわってい

るということですので、ＣＤ‐ＲＯＭというレベ

ルだと県立で８割、市区立で32％、町村で10％と

いうことで、やっぱり市区立、町村はまだこうい

うのが非常に少ないんですね。ですから、市町村

立図書館が図書とか、雑誌というもの以外何を提

供するのかということを積極的に位置づけるとい

うことがまだまだ課題、この当時課題だったわけ

ですが、その後まだ課題として残っているのでは

ないかと思います。 

 それで、６つ目に電子出版物の提供。この当時

は、これは一応調査項目に入っているんですが、

図書館で提供しているという例は非常に少なかっ

た。この数字にあらわれるほどにはなりませんで

した。これは、１つは、そういうものを提供する

業者さんというのが、データベースというのはそ

の前からあるんですけれども、こういう一時的な

書籍、コンテンツですね、ということはこの当時

は課題で、まだそれほど進んではなかったという

ことです。実はこれ今でもほとんど変わっていな

い状況なんだろうと思います。 

 それから、７つ目でありますが、一次資料の電

子化ということです。この一次資料というのは、

図書館が持っている印刷物等の資料をデジタル化

するということですね。このレベルですと、県立

で43％、市区立６％、町村立２％ということでし

た。1990年代に文部科学省が、こういうデジタル
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アーカイブというのですか、そういう言い方もあ

りますが、一次資料のデジタルアーカイブ化とい

うことに補助金等お金を出したりするような例も

ありましたので、そういうことで特に都道府県立

図書館では随分こういう事業が進んだわけですが、

市区立、町村立ではまだやはり１けた台だったと

いうことです。もちろんこれ、市区立もいろいろ

で、まだできて10年ぐらいの図書館だと一体、電

子化すべきような資料があんまりないというよう

な事情もあったのかもしれませんが、ただ、こう

いうものはどんなものでも一応対象になると言え

ばなるわけですね。行政資料のようなものはどこ

でも存在しているわけですから、そういうものを

電子化して保存するとかいった、あるいは、ネッ

トで提供するといったことはやる気だったら幾ら

でもやれるわけです。そういう意味合いで課題と

してこれも残されているのではないかと思います。

子ども郷土資料なんていうこともありますが、ち

ょっと先ほど私どもの研究室で1990年代に公立図

書館の方々と組んで共同研究をやった中に、郷土

資料というのは大人向けのものが多いけど、子供

たちが総合学習とか、ああいうので使うとしてな

かなか使えるような資料がないということが問題

だということで、郷土資料をつくっちゃおうと、

図書館が大人向けのものをベースにして子供たち

にわかりやすいように書き直して、冊子体という

かな、リーフレットのような形で、シリーズで郷

土資料をつくるというようなプロジェクトが、こ

れは小平市立図書館というところなんですけれど

も、そういうプロジェクトがありまして、それを

集めて冊子にした子ども郷土資料という資料があ

ったんですね。これがすごくいいなと、せっかく

だから、これはデジタル化して発信しましょうと

いうことで子ども郷土資料というものをつくりま

した。私どもの研究室の大学院生に少しデジタル

化の作業をやらせて、最初の何ページか分はそれ

でつくったんです。 

 その後は図書館のほうで続けてつくられたと思

いますが、そういうことで、小平のホームページ

ごらんになると、子ども郷土資料というのが今も

残っているというかな、そっくりネット上で見る

ことができますけれども、ああいう資料は非常に

図書館らしい仕事として、いい仕事ではないかと

思います。そういうふうに行政資料とか、郷土資

料とか冊子体で出たけれども、ネット上にはない

というもののデジタル化ということも含めて一次

資料の電子化ということが課題なるということが

あります。 

 あと、赤字で書いてある二次資料の電子的発信

ということですが、これはちょっと先ほどホーム

ページの情報発信の最後のほうにあったものです

が、パスファインダーとか、ポータルといったよ

うな形で、１つのテーマというかな、多くの場合

その地域資料の提供とかいうことだと思いますが、

そういうものとして資料を整理して提供するとい

うような、あるいは、リンクを張るといったよう

なことが今課題としてあるんだろうと思います。 

 最後に市民の情報リテラシー支援ということで

す。ＩＴ講習会という言葉を覚えておられると思

いますが、随分話題になったんですよね、ちょう

どこのころでした。つまり、インターネットが身

近になったけれども、インターネットなんて使っ

たことがないというか、パソコンなんか使ったこ

とがないという人が結構いたわけで、そういう方

にまずＩＴ、パソコンの使い方から始まって一定

のレベルまで利用のスキルを向上させるというこ

とです。 

 これは、文部科学省かな、当時はもう既に文部

科学省になっていたと思いますが、文科省は随分

力を入れた事業だったと思います。 

 図書館もこれにかなり関与したんですが、ご存

知のとおり、図書館はあんまりこの講習会のよう

なものをやる場所ってないわけですね。 

 実際当時の資料を見ると、この調査の報告を見

ると、公民館とか、学校とか、そういうところで

講習会をやったけど、図書館でやったという例は

非常に少ないというような結果でした。ただ、こ

の情報リテラシー支援的な講習会ですね、情報リ

テラシーというのは先ほどからお話ししているよ

うな、自分の情報を自分で探すためのスキルとい
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うことです。 

 つまり、単にパソコンが使えるとか、ネットに

つなげるとか、そういう話ではなくて、もっと自

分が探したいような情報を探すためのスキル、そ

ういったことを含めて講座を行うというような例

を、そういうことをやったところもありました。

何か最近こういう話はあんまり聞かなくなってい

るわけです。何か一過性のように、はやりのよう

にやられていましたけど、課題はまだまだ残って

いると思いますね、この情報リテラシー支援とい

うようなことについては。まだまだ使えない人と

いうのは取り残されているだろうと思います。 

 さて、以上が前回の調査をやったときに出てき

たこととその後の状況について若干のコメントを

したものです。 

 それで、次に、「公立図書館の目的の再確認」と

いうことでもう少しお話しさせていただきたいと

思います。 

 １つは、これは皆さんよくご存知のとおり、「こ

れからの図書館像」という報告書ですね。 

 文部科学省がこれからの図書館に関することに

ついて協力者会議を開いて、そこでの最終的な報

告として「これからの図書館像」という報告書が

出ました。 

 今多くの図書館これをベースにして新しい図書

館サービスを展開しているのではないかなと思い

ますが、というのは、私もこれの議論に加わった

んですが、ここでの話の前提というのは、やはり

貸出図書館を超えて図書館が特に図書館法第３条

に掲げているような広い範囲の多様なサービスを

展開するためにはどうしたらいいかということが

この協力者会議の１つの大きな目的だったんです

ね。そういう意味で、貸し出しというものにとら

われない、もっといろんなことをやれるような図

書館サービスの体制をどうやってつくるかという

ことが課題だったと思います。ただし、この報告

書は、いろんな課題を挙げているんですけど、ど

うやれば解決できるかということについてあんま

り明確な回答を示していません。それぞれの図書

館、あるいは、自治体にお任せというのがこのと

きの考え方だったと思います。これは地方自治と

いうことを前提にしているし、文部科学省自体に

そんな使えるようなお金、財源のようなものがな

いわけだから、もうこういう課題を示して、あと

は現場で実践してくださいというふうにせざるを

得なかったと思います。 

 これは覚えておられると思うんですが、報告書

のポンチ絵というのか、行政の担当者にざっと見

てもらうためにつくった資料なんですけれども、

ここに、ちょっとこれ、細かく説明しませんけれ

ども、これからの図書館像として役に立つ図書館

と変わっていくために必要な機能ということで、

１、２、３、４、５項目ぐらい挙げられています。

これはお帰りになってまたもう一度ご確認いただ

ければと思うんですが、ここの中には先ほどから

見ているデジタル化のようなああいうものを使っ

て示すものと、それから、レファレンスとか、ビ

ジネス支援だとか、行政支援だとか、前から言わ

れてはいたけれども、改めて今実践すべき課題の

ようなものを整理したというような側面と、それ

から、学校支援であるとか、これも古い課題であ

りますけれども、もう一度読書の問題とか、学校

図書館そのものがなかなか展開できないような状

況もあるので、公立図書館のほうからアプローチ

するといったような方法で展開すると、そういっ

た多様な課題が整理されてこの報告書の中で示さ

れています。こういうものが十分に発揮されると、

地域住民にとってはこうこうこういうメリットが

あるし、行政とか、議会の関係者にとってはこう

いうのに役に立つ、それから、学校にとってはこ

ういうふうに役に立つということで、最終的に地

域や住民にとって役に立つ図書館として存在意義

を確立するんだと、こういうような論理の展開の

仕方をしていました。 

 つまり、ここで言っている裏側のことは何かと

いうと、貸出図書館では地域や住民にとって役に

立つ図書館としての存在意義を確立できないとい

う、それは言っていないんですけど、ここでは、

裏ではそういう考え方がありました。つまり、何

ていうんですかね、特定の図書館を定常的に利用
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しているような利用者に対するアピールにはもち

ろんなるわけですけれども、そうじゃない、図書

館とはあんなものだと思っているような人にとっ

ては、なかなか図書館こんなこともできる、こん

なこともできるということがうまくアピールでき

ないということで、多様な展開が必要だというよ

うな問題提起をしたというのが「これからの図書

館像」という2006年に出た報告書です。 

 今のが図書館に直接提案されたものですが、も

う１つそれとのかかわりで司書資格の大学科目化

というのがございます。これは我々大学の関係者

に非常に密接にかかわっているものですが、司書

と学芸員については科目表が大きく変わっている

んですね。司書に関してはこれまで20単位だった

かな、のものが今度24単位要求されるようになり

ます。 

 というのと、大きいのは、この大学の科目化し

たということです。司書講習というものがありま

すけれども、講習の科目表というのは法的に出さ

れていたんですが、大学の科目表というのはなか

ったんです。これは1950年に図書館法ができて以

来もう60年になるわけですけれども、60年間でよ

うやくこの2010年かな、にできたということです。

非常におかしな話なんですが、だから、逆に言う

と、司書講習で司書の養成はいいんだというふう

にずっと文科省の中では、文部省の中ではなって

いたんだろうというふうに思いますね。それがよ

うやく、これは私どもが強く主張してこういうふ

うにしてもらったのですが、大学での科目という

ふうにしてもらいました。こうしたから何か変わ

るわけでもないんですけれども、実は学芸員と司

書は同じようにこれまで大学の中で扱われていた

ということもありましたので、実質的にそんな大

きな変化はないんですが、一応形だけでも整える

ということをやりました。 

 それから、もう１つは、この新しい科目として

「図書館情報技術論」という、こういう技術系の

科目ができたということですね。 

 司書というのは何か文系の、文学部に附属した

ような資格というイメージが強いんですが、先ほ

どから見てきていますように、非常に技術的なベ

ースというものをきちんと持っていないと司書は

もう務まらないだろうと思います。先ほどのよう

なホームページを使った多様なサービスを展開す

るのにかなりの技術力がないとできないようなこ

とがありますね。 

 そういうものについてどう対応するかについて

は、もちろんこの１科目学んだからどうこうとい

うこと、それだけではどうにもならないものもあ

るわけですが、象徴的に技術的なものを重視する

ということがこの中で行われたということです。 

 さらにその後、ちょっとここでがらっと話が変

わるわけですが、これはご存知と思いますけれど

も、この『雑司が谷Ｒ．Ｉ．Ｐ』という本の奥付

にこの著者である樋口さんという方が貸出猶予し

てくれと、「公立図書館のみなさまへ この本は、

著作者の希望により」、８月25日ですね、ことしの、

「８月25日まで、貸し出しを猶予していただくよ

うお願い申しあげます」というふうに書いたとい

うことがちょっと話題になりました。これはメデ

ィアでも随分報道されたりしています。これがど

ういう影響を与えたのかよくわからないところも

ありますが、私が若干調べた感じでは、この本が

実際図書館にあんまり入りにくくなっているとい

うかな、遠慮している面は確かにあるんだろうと。

それの１つの典型的なもの、この高崎市立図書館

ですね、４月14日に、これはホームページに出て

いるんですが、要するに、これは法的な強制力は

ないけれども、この氏の意向をできるだけ尊重し

たいと考えているというふうに表明されています。

この本はその前の『さらば雑司が谷』という本の

続編に当たるので購入したいと考えているけれど

も、今すぐ購入しちゃうと誤解される方がいるか

ら、８月25日以降にこれを受け入れるというふう

に決めたというふうにこれには、ホームページに

は出ております。これが何か報道されたりしたの

で、何か高崎がそういうことを積極的に主張して

いるように一般的には誤解されているかもしれま

せんが、これと似たような考え方の図書館はほか

にもたくさんあるのではないかなと思います。 
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 これについては私何か申し上げることは特には

ないんですけれども、というのは、ちょっと次に

も申しますが、樋口さんのおっしゃる意味も理解

はできる。実際図書館がほんとに貸し出している

と、その分の利用が、販売というかな、それが減

っている分は若干あるんだろうというふうに思い

ます。ただ、ちょっとこの高崎にしても買わない

という判断を積極的にしちゃうという、貸出猶予

と言っているわけだから、購入して書架に置いて

おけばいいだろうというふうに思うんですけれど

も、貸し出しはしないというふうに、それができ

ないようになっているというのは、逆に言うと、

貸し出しが当たり前過ぎてそうじゃない判断をし

にくくなっているような状況があるのかなという

ふうに思います。 

 それで、実はこれは『出版ニュース』という雑

誌に私が今の件について図書館がどのぐらいの本

を所蔵しているかということをちょっと調べてみ

まして、それを一覧表にしたものです。ただ、こ

れごらんになった方はおわかりと思うんですけど、

『出版ニュース』という雑誌の４月中旬号に出た

んですが、私が一番載せたかった上のほうのこの

図が、間違って下の図と同じものが上に入ってい

て、皆さんご存知ですかというか、ほとんど知ら

ない話なのか、私が主張したいことがこれでちゃ

んと伝わらなかったので、それについては非常に

編集元には抗議したりしたんですけれども、とも

かくここでは『民宿雪国』という本と、それから、

『木暮荘物語』というのと『ほら吹き茂平』とい

う、これは同じ出版社から出た文芸書で、出てか

ら３か月、５か月、７か月の本を挙げたものです。

それで見ますと、１つは、東京都とか、大阪市、

横浜市、名古屋市といった大都市部と地方で入っ

ている数が随分違うということがわかります。そ

れから、所蔵１館当たりの平均予約件数というの

を見ても、やはり、特にこの政令指定都市は非常

に予約件数が多いんですが、地方はそれほどでも

ないというのがわかります。これは、つまり、１

つわかることは、格差が大きいということです、

大都市部とそうでないところの格差が大きい。だ

から、逆に言うと、もしかしたら大都市部ではこ

ういう、副本提供ですか、資料をどんどん貸し出

すということで、特に作家の方は大都市に住んで

いる方が多いので、非常に多くの本が全国で貸し

出されているというふうに思われているわけだと

思いますけれども、地方ではそれほどでもないと

いうか、むしろそんなに置かれていないんですね、

予約も入っていないということがあります。もし

かして図書館の役割として、文芸書をある一定の

レベルまでは読めるような状態にするというのが

図書館の役割であるとすれば、やはり地方ではも

う少し積極的に本を、こういう本でも提供すべき

であるだろうと。しかしながら、大都市部では、

これ物によっては非常にたくさんの本が入ってい

るんですね。１館平均１冊以上入っている本が結

構あります。１館平均１冊ということは、全国で3

000館あります。そうすると、3000冊入る可能性が

あるわけですね。ちょっと計算して、半年で、例

えば、８回転するとすると、3000掛ける８で２万4

000回の貸し出しがあるんですね。この数字をどう

考えるか。樋口さんはその本の中で、この本初刷

りが何千部だったかな、何千部かで、要するに、

１年間でそれしか売れないと印税が96万円しか入

らないというふうに、それで書いて、あれはイン

タビューでおっしゃっているんですね。そういう

作家の心情からすれば、やっぱり図書館が副本を

たくさん提供するということについてはやはり問

題があるかもしれないということです。 

 そういうふうに都市部と地方でも格差があるよ

うな状況について細かく見て議論していく必要が

あるだろうということがここで申し上げたかった

ことです。 

 今３つですね、比較的最近の状況の中で本の貸

し出し等にかかわって文科省で行われたことと、

それから、今のような作家からの問題提起のよう

なことも含めて図書館にかかわるさまざまなこと

が行われているということを申し上げました。 

 次に、「電子書籍の流通と図書館」ということで、

今議論になっていることについて申し上げたいと

思います。これはあんまり表面には出ていないこ
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とですが、国立国会図書館が納本制度というのを

ご存知だと思います。すべての本、出たら１部納

本することになっているわけですね、はい。前か

らそれをデジタル化するという事業が細々と行わ

れていました。特に著作権があんまり関係ないよ

うな明治・大正期の本について近代デジタルライ

ブラリーという形でこれまでデジタル化が行われ

ていました。 

 ところが、2009年度の補正予算で国立国会図書

館のこの事業に127億円という大きな金額の予算

がついたわけです。これは画期的でありまして、

それ以前は年間１億円ぐらいだったらしいので、1

00年分の予算が一気についたということで、国会

図書館ではかなりデジタル化が進んだという状況

がございます。 

 それから、もう１つ、これもあんまり表面に出

ないままにいつの間にか行われたことですが、著

作権法の31条というのは図書館での複製というこ

とを規定した条項ですが、そこに第２項というの

ができまして、ここで国立国会図書館が資料の保

存のためにデジタル化することが可能であるとい

うふうにしたわけですね。ですから、今この国会

図書館がこの補正予算でやったデジタル化の結果

できたデジタルデータは国会図書館での中では一

応閲覧することができるようになったということ

です。今言われていることは、1968年までの国内

出版物のデジタル化、デジタル化というのも画像

データで示すのと、それをさらにＯＣＲというソ

フトにかけてテキストを取り出す、テキストとい

うのは文字ですね、文字を取り出すのと２つある

んですけれども、とりあえずは画像データ化が完

了しています。 

 このことの持つ意味は非常に重いんですね、特

に図書館にとっては。 

 これをどのように国民に提供していくのか。 

 図書館の役割は資料の提供にあるというふうに

言われていました。これまで国立国会図書館は、

国会図書館に来る、わざわざ行く日とかでなけれ

ば、ＩＬＬ――相互貸借で国会図書館から借りる

かどっちかでないと資料を利用することができな

かったわけですが、デジタル化すれば、もしかし

たらどこにいたって利用できるようになるわけで

す。1968年までの資料、本が利用する気なら利用

できるわけです。もちろんこれは法的な規制があ

りますから、簡単にはできません。という、つま

り著作権法上の制限というか、条件というものが

１つあり、他方で127億円もかけてデジタル化した

一大事業ですから、これをどうやってみんなで使

うかということと、この２つのはざまに立って今

議論が進められているということです。 

 これについては国政レベルでは、三省デジ懇と

通称呼ばれていますが、一昨年から昨年にかけて

「デジタル・ネットワーク社会における出版物の

利活用の推進に関する懇談会」というのを開催さ

れ、まず、そこで、これはどう使っていくかとい

うか、これだけじゃないですよ、テーマは電子出

版物をどういうふうに全体として使うかというこ

とも含めてですが、議論されましたが、特に昨年

度から今年度にかけて文化庁で「電子書籍の流通

と利用の円滑化に関する検討会義」というのが開

催されまして、ここでは特に今の国会図書館の資

料をどう使うかということが非常に重要な検討テ

ーマになっています。これは当然1968年だと著作

権が有効な資料がほとんどなわけですね、その新

しい本については。そういうものをどうやってみ

んなで使っていくかということについて今議論さ

れているということです。 

 国会図書館の中では使えますが、これは国会図

書館の構想では、これを少なくとも公立図書館と

か、大学図書館とかそういった図書館までは送信

する、そこで使えるようにするというのが１つの

提案として行われていて、それをベースにして今

著作権者とか、出版関係者とかも含めて議論され

ているところです。 

 となってくると、一方で、この電子書籍元年と

先ほどから何度か言っていますが、電子書籍元年

と去年随分言われましたが、それは何だったかと

いうと、結局この機械ですよね、iPadとか、ガラ

パゴスとか、キンドルと、こういった機械が一般

化して、アメリカではこれに対応してコンテンツ
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が配信された、だけど、日本では配信されなかっ

た、この違いですね。全然配信されていないわけ

ではありません。出版社が幾つか組んで、こうい

う、どれかに提供しているという例はあるんです

が、どれでも同じように使われるというような状

態にはなっていなかったわけです。ようやく今先

ほどの三省デジ懇とか、ああいうレベルの、あれ

の下のところで電子書籍の共通フォーマット化が

今できるという話にこの間、何かつい最近報道さ

れたと思いますが、ようやくそういう話になって

きましたが、ほんとにできるのかどうかちょっと、

フォーマットができたってほんとに配信されるか

どうかはちょっとわかりません。なぜかといいま

すと、これはもう伝統というか、歴史の違いとし

か言いようがないと思います。アメリカという国

は出版流通というのはもう全く出版社と最終的な

販売者の間のやりとりで取り次ぎに当たる会社が

ないんです。つまり、出版流通を集中的に議論す

るような枠組みというのがないんですね。だから、

アマゾンという会社が通信販売という形で、ネッ

トでの通信販売で本を提供したわけですが、ああ

いうことを初めてできるようになったわけですね。

だから、アマゾンはネット以降ですから、1990年

代後半以降にようやくできたわけです。だから、

アマゾンとか、あるいは、グーグルが図書館の蔵

書をデジタル化するとかいうことも含めて結局ま

とまった流通というものをいきなりデジタルレベ

ルで提供できるようになったというのがアメリカ

の状況です。 

 ところが、ヨーロッパとか、日本は、それ以前

に出版社、出版の流通機構、そういうものがかな

りがっちりありますから、ここの利害が非常に複

雑に絡んでいるので、簡単にそういう１つの仕組

みというのができないような状況があります。な

ので、もちろんこれ長期的に見ればいずれ電子書

籍の流通というのは行われるんだろうと思います

が、１つ動いているのは、そういうわけで、むし

ろ国会図書館が進めたデジタル化です。あれはグ

ーグルが進めた出版物のデジタル化の向こうを張

ってやったわけですね。グーグルはもちろん民間

なんですけど、日本では国会図書館という国の機

関がいきなり68年までもデジタル化を進めました。

そういう意味で、68年までの基盤的な部分につい

ては国会図書館を通じて図書館が提供するような

条件というのができる可能性が出てきたわけです。

それ以上のところは、民間セクターというんでし

ょうか、出版関係者がやるということで、最終的

には、とりあえずの形はこんな感じかなというふ

うに思います。 

 つまり、これはＡ市立図書館、まあ、県立でも

何でもいいんですが、ここがさまざまな情報を提

供しますが、それに国立国会図書館が68年以前に

ついては出版物の画像ファイルを送信してそこの

中で見るというところまでは提供される可能性が

出てきたということです。これは、今そういうこ

とが議論されているというだけで、ほんとのとこ

ろはどうなるかはわかりませんけれども、このこ

とを私は非常に大きいと思います。なぜかという

と、日本の図書館というのは歴史が浅い図書館が

多いんですね、公立図書館は。68年というのは、

まさに68年以降にできた図書館が圧倒的に多い。

多分3000館あれば、2000館は68年以降にできた図

書館です。そうすると、それ以前のものというの

はないわけですよ、そういう図書館では。だけど

も、もしこれが提供されれば、そこまでのベース

は基本的にはできるということになります。そう

すると図書館が提供できるサービスの範囲という

ものが随分変わってくるということが、私は１つ

今動いていることでの期待であります。 

 もちろん68年まででも民間出版社が提供してい

るようなものもあるので、そういうものについて

は個別のやりとりが行われることになると思いま

すが、ともかく公共的なベースというものができ

てくると。図書館がそういうことの極めて重要な

役割を果たすということは、大きなエポックメー

キングなことではないかと思います。 

 ということで、大災害というのをこういうとき

に使うのはどうかというところもあるかもしれま

せんが、公立図書館でやはりアーカイブというこ

との考え方というのをもう一度考えていただきた
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いというのは、私はきょう申し上げたい、特に一

番大きなことです。今来るニーズにこたえるとい

うことも大事なんですが、アーカイブというか、

図書館とか、博物館、資料館等も同様だと思いま

すけれども、時間を超えてさまざまなサービスを

提供できるという意味で非常に特別な存在なんで

すね、図書館とか、博物館、資料館というのは。

そういうところが組んでいろんなことをやってい

けるのではないか、そういうようなことを考える

１つ重要な時期に来ているというふうに思います。 

 この辺はもう改めて言うまでもないんですが、

そういうことをベースにして新しい情報発信の可

能な職員体制をつくっていただきたいと。私は図

書館というのは地域が、東北学という、赤坂憲雄

さんですか、がずっとやられていた東北学ってす

ごく前から注目しているんですが、ああいうもの

のベースはやっぱり図書館とか、博物館とか、そ

ういうところにあるんだろうと思うんです。どこ

でも同じようなことがあるわけで、そういうこと

をベースにした図書館サービスの、もう一度新し

いあり方を考えていただきたいと。そのためには、

その企画力、サービスマインド、技術力、この３

つがそろっていることが必要だろうと思います。

実はそういう人はどういう職場でも必要なんだろ

うと思うんですが、特に図書館で必要ということ

を最後に申し上げたいと思います。 

 ということで、今日は10年前にやった調査をベ

ースにして公立図書館がこの10年間でどういう展

開があったかということを若干簡単に見てきまし

た。 

 特に今の最後の災害にかかわる部分については、

もう一度こういうこと、足場を見直す、足元を見

直すいい機会なのではないかというふうに思いま

す。 

 ということで、とりあえず私の話はこれで終わ

りにさせていただきます。ご清聴ありがとうござ

いました。 

 

 

 

 


